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プログラム
10:00〜10:10 開会挨拶�
10:10〜10:25 インデクシング（技術概要説明）

10:40〜12:00 【道路技術、地質・地盤技術】�
●コンクリート橋桁端部に用いる排水装置
●部分薄肉化PCL工法
●土層強度検査棒
●交通安全診断支援ツール

14:00〜15:00 【河川技術】
●環境DNA調査技術
● �仮想空間における疑似洪水体験を通じた住民の行動選択と
意思決定の分析
　〜洪水疑似体験システムの新たな活用例〜

●非接触流速計

16:00〜17:00 【景観技術、維持管理技術、機械施工技術】
● �景観検討にどう取り組むか
—景観予測・評価の手順と手法—

●コンクリート構造物の補修対策施工マニュアルの改訂
●自律施工技術基盤　OPERA

17:00〜17:05 閉会挨拶�

13:00〜14:00 《特別講演》
●デジタル技術を活用した土砂災害の緊急対応の迅速化・効率化
―バーチャルからリアルへの効果的なフィードバックを目指して―

国立研究開発法人土木研究所　土砂管理研究グループ
　上席研究員　杉本 宏之

15:30〜16:00 《国交省からの講演》
●建設新技術の最前線

国土交通省　大臣官房　技術審議官　佐藤 寿延
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〒 101-8439　千代田区一ツ橋２-１-２学術総合センター内

9：30〜17：00の間は、講演技術をはじめ、土研の新技術等に
ついてパネル等を展示し、技術相談をお受けするコーナーを設
けます。講演内容の質問はこちらでお願いいたします。

展示・技術相談コーナー

主　催：国立研究開発法人　土木研究所
後　援：国土交通省、（一社）建設コンサルタンツ協会、（一社）日本建設業連合会、
　　　　（一社）全国建設業協会、（一社）全国測量設計業協会連合会、（公社）土木学会
お問合せ先：国立研究開発法人　土木研究所　技術推進本部（TEL�029-879-6800�直通）
※詳細、お申し込みは土木研究所ホームページをご覧ください。
（https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/event/2022/0418/schedule.html）

※感染症予防対策にご協力願います。
・発熱や体調不良の方は参加をお控えください。
・入場時には「マスクの着用、検温」が必要です。
・�手洗い、手指の消毒、ソーシャルディスタンスの確保
にご協力をお願いします。
・�満席や混雑状況によっては、入場規制を行う場合があ
ります。

201810260004
CPD単位：5.16
土木学会認定
CPDプログラム
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土研新技術ショーケース
2022 in東京

詳細、お申し込みは
土研HPをご覧ください。

感染症予防対策及び他の重要な行事との関係により、政府、都県の方針等に
より開催の中止、延期、またはＷＥＢ開催に急遽変更となる場合があります。

2022年9月27日（火）
一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

10：00～17：05（開場、受付開始9：30～）
途中退室自由

要事前申込

参加費無料

※CPD，CPDS希望者以外

※
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土木研究所 100周年



土研 新技術ショーケース2022 in 東京
展示・講演技術の概要

国立研究開発法人
土木研究所

〒305-8516つくば市南原1番地 6
Tel.029-879-6800
http://www.pwri.go.jp

コンクリート橋桁端部の狭い遊間に
ゴム製やポリエチレン製の樋状の排
水装置を挿入し、ジョイント部から
の塩化物を含む路面水の止水または
排水を改善することによって、主桁
や下部構造の塩害を未然に防止する
技術。

コンクリート橋桁端部に用いる排水装置

外力等によってトンネルの覆工コン
クリートに変状が生じた場合に補強
を行う技術。トンネル内空断面に余
裕がなく、従来の内巻きコンクリー
トや補強版では建築限界が確保出来
ない場合でも適用可能。

トンネルの補強技術（部分薄肉化 PCL 工法）

効果的・効率的な交通安全診断の支援
を目的とした交通事故分析システムと
エキスパートシステムを開発し、これ
らをタブレット端末にインストールし
た交通安全診断支援ツール。現場で診
断書を作成できる機能が備わっており、
現場と事務所を往復する手間等が省け、
効果的な診断作業が可能。

交通安全診断支援ツール
景観検討の知見や経験が十分でない技術者が、限ら
れたリソースの中で少しでも景観検討に取り組み、
より良いものに近づけることができるような景観検
討のポイントについて、主に以下の３つの手順を提
示 ●景観予測・評価を行う上で必要かつ重視すべき
点（着眼点）●景観予測を行う際に必要なパース、模
型、BIM/CIMなどの「視覚化ツール」の作成●視覚
化ツールに基づき議論・評価を行い、その結果を設
計案比較表と設計案に反映

既設コンクリート構造物の有効活用のため、表面被覆・含浸工法，断面修復工法、
ひび割れ修復工法等の補修対策について実験等で得られた知見からマニュアル
（共通編、各種工法編，不具合事例集）を作成した。
共通編は劣化要因に応じた補修方針の立て方、
劣化の進行段階に応じた補修工法の選定方法・
留意点について整理。各種工法編は、補修材料
の品質試験方法や施工管理標準等を提案。また、
補修後の再劣化事例（不具合事例）を収集、原因
を分析した。令和4年に新たな知見を加え改訂。

建設機械の高度な遠隔操縦支援技術
や、自動・自律技術の研究開発を行
う上で必要となる建設機械、実験フ
ィールド、無線通信システム、シミ
ュレータおよびミドルウェアを公開・
提供する研究開発用プラットフォー
ム。

景観検討にどう取り組むか —景観予測・評価の手順と手法—

コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル

自立施工技術基盤 OPERA

電波等を利用して河川の表面流速分
布を計測することで、無人で安全に
連続的な流量観測を行うことが可能。

非接触型流速計

表土深さ・粘着力・内部摩擦角を現
地で簡易に測定でき、かつ軽量で持
ち運びが容易な試験装置。表層崩壊
等の危険箇所の効率的な把握が可能。
従来のサンプリング後に室内試験を
行う方法に比べ、大幅にコストと工
期を縮減。

水中等の環境中に浮遊する生物の組
織片などから得られるDNAを分析
し、生物の在不在や種構成等の情報
を得る調査技術。生物を直接捕える
従来の調査よりも効率的であるとと
もに、希少生物など個体数の少ない
生物への負担が少ない。

土層強度検査棒

　　　　環境 DNA調査技術

仮想空間における疑似洪水体験を通じた住民の行動選択と意

思決定の分析～洪水疑似体験システムの新たな活用例～

住民や防災関係者による効果的・効
率的な防災・減災活動に資すること
を目的に、近年進展が著しい�VR�技
術を用いた洪水時の臨場感や危機感
を疑似体験できるシステムを開発。
被災体験が少ない住民でも、災害時
の行動選択や意思決定のプロセスを
分析可能。

交通安全診断支援ツール
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